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◆はじめに 
 

中心市街地の衰退化問題は，欧

米や日本等の先進国で広く指摘さ

れ，その克服に向けて多くの研究

がなされているが，人口増加と貧

困が同時に進行する発展途上国で

は，十分な都市計画を欠いたまま，

夥しい数の低所得者が流入するこ

とによってはるかに深刻な問題が

起こっている。 

筆者はこれまで歴史的な背景を

有する発展途上国の都市を対象と

して，歴史的街区を構成する中心

市街地が陥っている危機的状況を

遺産学，都市社会学的な視点から

解明し，その改善の糸口を探るこ

とを研究テーマとしてきた。歴史的街区の劣悪化

は，たとえばかつてのバルセロナに見られたバリ

オ・ゴティコが売春や麻薬取引の温床となったケ

ースなどが指摘されるが，発展途上国においても

同種の傾向が見え隠れしている。ユネスコの世界

遺産に登録された都市が５件に上るエチオピアの

場合も，歴史都市の中心部で売春がはびこり，住

民の多くはその日暮らしのインフォーマル経済に

支配されている。その結果として，遺産の不良住

宅化，所有区分の不明確化などが起きている。 

 

 

 
◆古都メケレ 
 

エチオピア北部ティグレ州の州都メケレは，１９

世紀後半に時の皇帝ヨハンネス４世の宮殿が造営

され，臣下がその周囲に移り住むことで成立した

都市である。それ以前のメケレには９つの村が存

在し，辺り一帯にはいくつもの川が流れ，豊かな

緑地が広がっていたとされている。現存するメケ

レの最も古い絵である，１９世紀前半にイギリスの 
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ヘンリー・ソルトによる銅板画，１８０６年 



 

 

探検家，ヘンリー・ソルトにより描かれた銅板画

には，当時のメケレの風景が詳細に描写されてお

り，現在の乾燥したメケレとは全く異なる風景が

描かれている。肥沃な土地を求めて移住した皇帝

ヨハンネス４世が築いたメケレはその後，政治や

経済の中心を担う都市へと発展し，１９世紀後半の

市街地形成の基となった。さらに１９３０年代のイタ

リア占領政府によるニュータウン建設が，今日の

市街地の基本をかたちづくった。 

 

◆メケレ中心市街地の都市空間 

 

メケレの中心市街地を歩くと幾つもの立派な組

石造建築の邸宅が建ち並び，それらがかつて重臣

たちが居住した建物であることに気付かされる。

メケレはエチオピアの中では稀な宮殿中心の都市

構造を有しており，歴史は新しいとはいえ，旧貴

族層の住宅など，その当時からの遺構が市中心部

を占め，都市景観としてもすぐれている。 

メケレの都市空間の最大の魅力は，非常に高い

組石造技術に裏付けられたヒドモウと呼ばれるテ

ィグレ特有の建築様式が織り成す「石」の景観であ

る。 

筆者が調査を行ったメケレ中心市街地の歴史地

区の１つ，ケベレ１４地区では全体の７７％が組石造，

１６％がチッカ，３％がコンクリートであり，組石 

 

 

 

 

造の建築が圧倒的な比率を占めていることが明ら

かになっている。また建築の建設年代別に見てみ

ると，皇帝ヨハンネス４世の時代に建てられたも

のが１７.４％，イタリア占領期及びポストイタリア

占領期に建てられたものが２３.２％と，古い建築が

多く現存する。中には雨漏れ等の理由により修復

を必要とする建物も存在するが，多くは建設当初

と変わらぬ状態を維持している。 

  

◆住民の特徴 

 

メケレの歴史地区の住民の特徴を洗い出すため

にケベレ１４地区のうちの４街区を対象に，悉皆調

査を行った。１８８世帯中１４５世帯が回答し，有効

回答率は８４％であった。 

 

性別と年齢 

対象地区における世帯主の７５％は女性である。

最年少は１８歳（売春婦）であり，最高齢は８６歳（借家

経営者）であった。高齢層は未亡人が多く，若年層

はシングルマザーが多い。対象地区には男性不在

の世帯が多く，男女比に不均衡な結果をもたらし

ている。また年齢層は１０代から８０代にわたり，世

帯主の半数以上を２０代〜３０代の若い年齢が占め

る。 

 

 

 

 

 

ケベレ１４地区の 

組石造建築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←１９６７年スウェー

デンチーム撮影 

 

 

２００９年筆者撮影→ 
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職業 

住民の多くは行商人やショップ経営者などの 

第三次産業に属する職を持つ。インタビューによ

り抽出された職業は借家経営者（不動産業），専門 

家（ＮＧＯ，エンジニア，技術者，トレーダー），公務員

（警察，バス事務職），会社員（秘書，レジ打ち），ドラ

イバー，ショップ経営者，テイラー，美容師，   

バー経営者，売春婦，行商人，ウェイトレス，   

工事現場職人である。最も数の多い職業は売春婦

２７.６％，二番目はバー経営者１４.５％であり，対象

地区の４割以上の世帯主が夜の仕事に従事してい

ることが明らかになった。その他主婦１１.７％，行

商人９.０％，ショップ経営者６.２％，その他３１.０％

と続く。 

 

収入 

収入は月収１００ブル（インジェラを売る行商人）か

ら８,０００ブル（エンジニア）まで大きな幅がある。 

１４５世帯の平均月収は７６５ブルであり，年収に換

算すると９,１８０ブルである。 

この結果については２つの点について着目しな

ければならない。一点目はメケレが中央政府によ

る集中的な投資の恩恵に与っていることである。

メケレとゴンダールを比較するとその差は歴然で 

 

 

 

 

 

 

あり，衰退化するメケレの中心部はゴ

ンダールよりもはるかに平均収入が高

いことが分かる。二点目はこの地区が

商業地区の中心であることにより，定

職に就かない者でも多くの就業機会に

恵まれることである。そのためインフ

ォーマルセクターであっても十分な収

入を得ることが可能である。 

インフォーマルセクターには低所得

者層に限らず，高所得者層も含まれる

が，その多くは売春婦である。この地

区には４０人の売春婦が住まい，彼女ら

の月収は３００ブルから１,５００ブルであ

る。平均月収は７２０ブルであり，メケ

レ市民の平均月収を大きく上回る。最

も高い収入を誇る層（上位８％）はエン

ジニアやトレーダー，美容師，借家経

営者などである。外観のイメージとは異なり，こ

の地区の住民は十分な収入を得ていると言える。 

 

住宅の所有形態 

１４５世帯中，２７世帯が個人所有（１９％），１２９世

帯が借家（８６％）であった。対象地区では貴族の末

裔を名乗る４つの世帯が見つかった。そのうち２

つの世帯は昔から居住する土地に住んでおり，例

えばニギスティ・デスタは皇帝ヨハンネス４世の

甥であるラス・ハイレ・マリアム・ググサの子孫

であることがインタビューを通じて明らかになっ

た。ニギスティの住む土地はその地区で最も大き

く，昔からのコンパウンドの形を維持しているが，

建物は何らかの理由により，ニギスティの父が１９

４０年代にイタリアのヴィラ風建築に建て替えて

いる。 

借家経営者の住まい方に注目すると極めて興味

深いことに気付く。それは彼らが昔からある母屋

となる建物には住まわず，増築された部分に住む

ことが多いという点である。母屋を他人に貸すこ

とにより，収入を得て安定した生活を送る借家経

営者が数多く見られる。ニギスティも他の経営者

同様に，敷地の中央に位置するヴィラ風建築を他

人に貸し，本人は新しく敷地内に増築した建物に

居住する。 
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「Ｘ」の文字が書かれた取り壊し予定の建築，２００９年筆者撮影 



 

 

 

中心市街地における衰退化問題 

ケベレ１４地区の調査からは以下の５つの視点を

得た。 

１. 世帯主の大半は女性である。 

２. 自家保有者は旧貴族層を中心とし，旧宅を

借家にしている。 

３. 「プロスティチュート・イン・ヘリテージ」

現象が顕著である。 

４. エリトリアからの帰還者（強制移住者）の「吹

きだまり」となる。 

５. 新規住民の定着率がきわめて低い。 

 

１９世紀末から２０世紀初頭にかけて貴族の居住

基盤として形成された中心部は，インフォーマル

経済が蔓延る一方で，旧貴族層が借家経営を営む

という奇妙な関係が成り立っている。また急激な

経済発展や人口増加により，都市膨張が進行し，

歴史都市の枠内でもインナーシティやスラム化な

ど貧困に関わる深刻な問題が起きている一方，中

心市街地の地域コミュニティは活発である。 

 

◆新たなマスタープラン 

現在メケレ市ではインフォーマル経済を一掃し，

商業地区を再建する取り組みが行われている。そ

のベースとなるのが２００９年に策定された新しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスタープランである。歴史地区である中心市街

地に都市の新しい軸線となる道路を計画し，現在

１０ｍある幅の道を２０ｍにまで拡幅する。それに伴

い現在，１００軒以上の歴史的建造物を含む建築が

取り壊されており，多くの住民が立ち退きを強い

られている。インフォーマルセクターとしての職

を失い，政府からの少額の立ち退き金を手に，彼

らは一から生活基盤を築かなければならないので

ある。 

 

◆今後に向けて 
 

メケレ大学では２００８年より三宅理一を中心に 

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ Ｐａｌｅｏ‐Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ａｎｄ Ｈｅｒｉｔａｇｅ 

Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎが設立され，自治体と共同で歴史的

な都市や建築の調査研究に着手している。筆者も

そこに参画してメケレ研究を行ってきており，フ

ィールドワークを通して都市や村落の実態に触れ，

住民とのダイレクトな対話によって体験的にその

生活の理解に努めた。とくにエチオピアの場合，

環境の劣悪化が進行する一方で強固な地域コミュ

ニティが存続しており，それが地域の持続性の要

となりうることに着目している。遺産の価値を建

築的側面からだけではなく，社会的文脈で把握し，

住民を含めたアクションプランを起こして行くこ

とが必要不可欠である。 

（おかざき・るみ／フランス国立科学研究センター） 
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